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き っと 、

あなたの仕事
見つかります あだち

ワーク
センター

あだちワークセンターでは、ハローワーク足立と㈱リク
ルートが職業紹介や就業相談、カウンセリングなどを行い、
仕事を探している方へ幅広いサービスを提供しています。
早期就労をめざしている方は、ぜひ利用してください。

あなたにピッタリの職業を見つけませんか。

「あだちワークセンター」
「企業提案型緊急雇用事業」については、
経済観光課計画調整係

3880- 5182

ハロ ーワ ーク足 立 　3880- 0957
㈱ リクル ート 　3880 ―5539　

所 在 地 区役所北館2 階
受付時間午前9時～午後4畤30分　　　　　

( 土 一日・祝日は休み)
利用料金 無料

ワークセン

ターには、

2 つの窓口

毎 日200人 以

上の来所者があ

り、毎月100人以
上の方が就職し

ています。

【内職相談を行っています】
内職に関する求人・求職・あっせんなど日時=毎週月曜

日(祝日を除く)、午後1時30分～3時30分場・問先=あだ
ちワークセンター 　3880 ―5182
※ このほか、区・広聴相談係では労働相談を受け付けます

豊富な情報から仕事を見つけたい方…
『ハローワーク足立』

都内および近県ハローワ
ークの求人情報をパソコ
ン( 12 台) で検索出来ま
す
専任の担当者とカウンセ
ラーによる就職支援…キ
ャリアカウンセリング
( 相談・予約制) / 履歴
書、職務経歴書の作成援
助/ 面接トレーニング/
適性検査
足立・荒川両区の企業か
ら求人の受け付け

求
人
自
己
検
索
機

職
業
相
談
窓
口

主に、10～20歳代の方は…
『リクルート』

求人誌や求人情報サイトで仕事探し… ㈱リクルート
が発行する求人情報誌やインターネット情報などを
使って、専門アドバイザーと一緒に仕事を探しま1
適職診断を受けられます( 無料・有料)
応募書類作成や面接のアドバイス… 書類作成方法¥
面接練習などについて、具体的で効果的なアドバイ
スをします
就職するまでフォロ
ーします… 仕事探し
から就職まで、専門
アドバイザーがきめ
細かく サポートしま
す

(リ) =リクルートの窓口
(ハ) =ハローワーク足立の窓口

企業・
事業主・NPO

の
皆さん

『企業提案型緊急雇用事業』(
総額2 億円)を募集します
あなたの会社も区の公共的事業を提案し ません
か。中小企業や求職中の方を支援するため、区では
「企業提案型緊急地域雇用事業」を行います。

事業者の皆さんが提案した新しい雇用を剔出するための事業( 公共的
なもの) について、先見性や事業の費用対効果などを審査し、区が提案
事業者に委託するものです。 ※ 建築・土木事業などは提案の対象外です
□ 応募スケジュール
募集期間=4月21日～5月21日選考結果=6月下旬に郵送で通知契
約手続・事業実施=7 月以降 対象= 提案した事業が的確に実施出来る
企業、個人事業主、NPO 、団体など 申込= 経済観光課窓口に持参
奈郵送・ファクスは不可。応募用紙は、4月中旬ころから経済観光課窓口
で配付します。また、区・ホームページからダウンロード出来ます

□ 応募者向け説明会
日時=4月21日㈲、午前10時～11時30分場所=区役所申込=当日直
接会場ヘ

ー いずれも一
問先= 経済観光課計画調整係 　3880- 5182

「働 く」
って、ど
ういうこ
と?

ヤングジョブ
ス ポ ッ ト 北 千 住

「やりたいことが分からない」「自
分に合った職業って何? 」と、仕事

選びで悩んでいる15歳から30 歳まで

の方の「仕事についての相談や質問」にこたえます。※
特定企業への職業紹介は行つていません開設時間=午
前10時～午後6時(土・日・祝日は休み)場所=千住仲
町41- 1 三井生命北千住ビル3 階 費用= 無料
□ 主な事業
職業に関する一般的なアドバイスや適職相談
面接の受け方や履歴書の書き方などのノウハウを教え
ます
パソコン講習会やフォーラムを開催
ビデオやパンフレットで職業紹介
※毎週木曜日、午後3 時からはトークセッションやセミナ
ーを開催します 問先= ヤングジョブスポット北千住

3882 ―8141
腿ht t p: / /www. ehdo. go. j p/ t okyo/ yj s_ t okyo/ t op. htm

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
乳
が
ん
検
診
(
5
～

6
月
受
診
分
)
申
し
込
み

4
・
5
面
▽
未
来
へ
つ
な
ぐ
「
公
共
交
通
」
/
顛
一一

回
足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
ひ

ろ
ば
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
春
の
交
通
安
全
運
動
(
4
月
6
日
～
1
5

日
)
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

葦

立
ち

「
転

機
」

春
分
を
過
ぎ
る
と
、
す
ず
め
が
巣

作
り
を
始
め
ま
す
。
こ
の
時
期
に
な

る
と
、
桜
の
開
花
と
共
に
、
入
学
、

卒
業
、
就
職
、
退
職
な
ど
の
言
葉
が

浮
か
び
ま
す
。
出
会
い
と
別
れ
に
よ

っ
て
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
、
人
生

と
い
う
物
語
に
転
機
が
訪
れ
ま
す
。

先
日
、
中
学
校
の
卒
業
式
に
出
席

し
て
き
ま
し
た
。
新
た
な
進
路
を
目

前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
胸
に
は
期
待

と
不
安
が
同
居
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
、
卒
業
生
に

贈
る
言
葉
と
し
て
2
つ
の
こ
と
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
「
様
々
な
大
と
関

わ
り
、
価
値
あ
る
体
験
を
積
ん
で
欲

し
い
」
「
あ
り
か
と
う
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
言
葉
で
伝

え
て
欲
し
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

今
、
社
会
も
構
造
的
な
変
革
を
遂

げ
よ
う
と
大
き
な
転
機
に
あ
り
ま

す
。
景
気
や
社
会
保
障
、
環
境
問
題

や
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
の
み
な
ら

ず
、
私
た
ち
の
生
き
方
や
生
活
様
式

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
こ
ろ

に
は
、
ど
ん
な
社
会
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
未
来
は
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
で
も
あ
り
ま

す
。
私
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
一
番

大
切
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
生
き
る
価
値
の
あ
る
社
会

を
築
き
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
と
安

心
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
大

人
世
代
か
ら
子
ど
も
世
代
へ
の
愛
情

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

将
来
の
自
立
に
向
け
、
人
の
痛
み

を
理
解
し
、
考
え
る
力
を
養
い
、
生

き
て
い
く
力
を
子
ど
も
た
ち
に
与
え

た
い
と
感
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 16年3 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 291, 541 人口: 643, 950人(男: 324, 894人, 女: 319, 056人)
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保
健
福
祉

ガ
イ

ド

定員に先着順
とあるものは
3 月26 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

□ 申込 … 申し込み方法

□ 期限… 申し込み期限

□ 場・申・問先 … 場所・

申し込み先・ 問い合わせ先
□ 費 用の記 載のないものは無料
□ HP … ホ一ムぺージアドレス

□ =… Eメールアドレス

4
月
5

日
オ
ー
プ
ン

「
子
育
て
サ
ロ
ン
六
月
」

親
子
で
自
由
に
遊
び
、
親
同
士
で

も
情
報
交
換
が
出
来
る
「
ホ
ッ
と
・

ス
ペ
ー
ス
」
で
す
。子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
も
い
ま
す
。
日
時
=
毎
週

月
曜
～
土
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
(
日
・
祝
日

、
年
末
年
始
は
休

館
)

場
所
=
六
月
I
-
6
-
I
(

ゆ

う
あ
い
の
郷
六
月
内
)

対
象
=
3

歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

甲
込
=
直
接
会
場
へ

※
4
月
3
日

に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催

問
先
=
子
育
て
サ
ロ
ン
六

月
　
(
5
2
4
2
)
0
3
0
7

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

「
げ
ん
き
ー
ず
!
」ぜ
ん
息
児

水
泳
教
室
募
集
(
第
1
期
)

ぜ
ん
息
の
お
子
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ

に
水
泳
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
2
期
(
9
～
1
2月
・
す
い
す
い

ら
ん
ど
綾
瀬
)
、
3
期
(
一
打
年
1
～
3

月
・
千
住
温
水
プ
ー
ル
)
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
日
時
=
5
月
1
2
日
か

ら
7
月
1
4
日
の
間
の
毎
週
水
曜
日
　

(
全
1
0
回
)
、
午
後
3
時
3
0
分
～
5
時

3
0分

場
所
=
う
き
う
き
館

対
象
=
4

歳
か
ら
新
中
学
3
年
生
ま
で
の

ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
方

定
員
=

▽

未
就
学
児
:
ら
人

▽
小
・
中
学
生
:
3
5

人
(
い
ず
れ
も
先
着
順
)

※
定

員
に
達
し
た
場
合
は
、
参
加
回
数
の

少
な
い
方
を
優
先

申
込
=
電
話

甲
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

区
立
伊
興
前
沼
保
育
園
が
「
伊

興
す
み
れ
保
育
園
」
に
改
称

4
月
1
日
か
ら
伊
典
前
絶
胥
有
匝

は
「
伊
興
す
み
れ
保
育
園
」
に
名
称

が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
伊
興
前

沼
保
育
園
が
民
営
化
さ
れ
、
社
会
福

祉
法
人
島
根
福
祉
会
が
運
営
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
民
営

化
に
よ
り
、
延
長
保
育
や
産
休
明
け

保
育
、年
末
保
育
な
ど
を
行
い
ま
す
。

奈
今
後
も
、
入
園
の
申
し
込
み
受
付

な
ど
は
、
区
・
保
育
課
で
行
い
ま
す

問
先
=
保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
1
W

思
春
期
家
族
教
室

思
春
期
の
子
ど
も
の
気
持
ち
が
わ

か
ら
ず
対
応
に
困
っ
て
い
る
家
族
の

方
は
、
専
門
家
と
一
緒
に
話
し
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
毎
月
第
4

木
曜
日
、
午
後
2
時
～
4
時

講

師
=
佐
藤
隆
一
氏
(
大
正
大
学
臨
床

心
理
学
専
攻
講
師
)

定
員
=
2
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

支
給
す
る
紙
お
む
つ
の

種
類
が
増
え
ま
す

□
高
齢
者
の
方
へ

従
来
の
紙
お
む
つ
に
加
え
、
パ
ン

ツ
型
お
よ
び
尿
取
り
パ
ッ
ド
(
長
時

間
用
)
の
支
給
を
始
め
ま
す
。
対
象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…
住

民
税
非
課
税
世
帯
/
介
護
保
険
で
要

介
護
3
～
5
/

常
時
失
禁
状
態

申
・
問
先
=
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
冊
子

「
私
の
便
利
帳
」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
)

□
障
害
の
あ
る
方
へ

尿
取
り
パ
ッ
ド
(
長
時
間
用
)
の

支
給
を
始
め
ま
す
。
申
・
問
先
=
在

宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

―

い
ず
れ
も
―

対
象
・
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
4

月
に
申
請
し
た
方
は
5
月
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す

表1 福祉事務所一覧身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
を
送
付
し
ま
す

4
月
上
旬
に
、
1
6
年
度
分
「
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
」
を
配
達
記
録
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。
対
象
=
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
…
下
肢
・

体
幹
・
平
衡
機
能
障
害
の
I
～
3
級

/
視
覚
障
害
1
級
/
内
部
障
害
I
級

□
自
動
車
燃
料
費
へ
切
り
替
え
る
方

自
動
車
燃
料
費
助
成
を
希
望
の
方

は
、
送
ら
れ
た
タ
ク
シ
ー
券
を
使
用

せ
ず
に
燃
料
費
助
成
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
と
燃
料
費
助
成
は
ど
ち
ら
か
一
方

の
選
択
に
な
り
ま
す
。

―

い
ず
れ
も
―

く
わ
し
く
は
、
同
封
の
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
先
=
障
害
給

付
係ふ

れ
あ
い
遊
湯
う

(
4
月
～
6
月
)

時
間
=
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
場

所
等
=
表
2

対
象
=
お
お
む
ね
6
5

歳
以
上
で
、
一
人
で
入
浴
可
能
な
方

ま
た
は
付
き
添
い
が
あ
れ
ば
入
浴
し

た
い
方

費
用
=
▽
入
浴
料
…
2
0
0
円

▽
昼
食
代
…
5
0
0
円
程
度
(
弁
当
持
参

可
)

▽
送
迎
(
希
望
者
)
…
2
0
0円

申
込
=
電
話

申
先
=
束
全
局
齢
協

の
ぞ
み

(
5
8
3
1
)
0
1
2
1

問
先
=
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

表2ふれあい遊湯う場所一覧( 4～6月)
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会

「
手
指
の
障
害
と
手
術
」

日
時
=
4
月
1
7
日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
内
容
=
機
能
障
害
を
改

善
す
る
手
術
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師
=

河
野
慎
次
郎
氏
(
東
京
大
学
医
学

部
整
形
外
科
医
師
)

定
員
=
1
0
0人

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ

し
す
と
」
自
立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

1
6年
度
第
1
回

足
立
区
生
業
資
金

期
間
=
4

月
6
日
～
1
6日

※
用
紙

配
布
は
3
月
2
5日
か
ら

対
象
=
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

困
難
な
個
人
事
業
主
の
方
で
、
こ
の

融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独
立
の
生
計

が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
・
:区
内
に
1
年
以
上
居
住
/

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録
上

の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡

充
が
目
的
/
世
帯
員
全
員
の
住
民
税

が
非
課
税
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
I

人
い
る
/
使
途
は
原
則
と
し
て
設

備
資
金

貸
付
額
=
I

世
帯
2
0
0万円

以
内
(
予
定
利
率
0
。
4
%、
据
置
期
間

中
は
無
利
子
)

返
済
方

法
=
6
ヵ
月
据
置
後
6
0回

元
利
均
等
償
還

申
込
=

申
込
書
を
持
参

※
用
紙

は
民
生
係
窓
口
、
区
民
事

務
所
(
中
央
本
町
区
民
事

務
所
は
除
く
)
、福
祉
事
務

所
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
配
布

申
・

問
先
=
民
生
係

▲ 西用水親水水路( 15年春撮影)

健康カレンダー　4月の予定

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
相
談
な
ど

国
内
で
は
、
7
9年
ぶ
り
に
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
1
月
に
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
人
へ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
食
品
(
鶏
肉
、
卵
)

を
食
べ
て
人
に
感
染
し
た
例
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
外

で
は
鳥
と
の
密
接
な
接
触
な
ど
で
人

に
感
染
し
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
心

配
な
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=

▽
感
染
が
心
配
な
方

…
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
2
面
(
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)

▽
食
品
や
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
相
談
…

区

・
生

活

衛

生

課

環

境

衛

生
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

▽
鳥

を

飼

っ

て

い

る

方
(

一
般

飼

育

者

、
農

家

の
方
)

の

相

談

…

都

・
農

業

振

興

課g
(
5
3
2
0
)
4
8
4
1
n

▽
夜

間

・
休

日
…

都

・
保

健

医

療

情

報

セ

ン

タ

ー
(

ひ

ま

わ

り
)

(
5
2
7
2
)
0
3
0
1
w

▽
鳥

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

関

連

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
…

区

・
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

R
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
t
o
p
i
c
s
/
t
o
r
i
i
n
f
u
l
.
h
t

ヨ

動

物

衛

生

研

究

所

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

腮
i
t
t
p
:
/
/
コ
一
a
h
.
n
a
r
o
.
a
f
f
r
c
.
g
o
.
j
p
/

一コ
d
e
x
-
j
.
h
t
m
l
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犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

□
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

生
後
3

ヵ
月
以
上
の
飼
い
犬
に

は
、
毎
年
I
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
間

中
、出
張
で
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

ま
た
畜
犬
登
録
を
済
ま
せ
て
い
な
い

犬
は
、登
録
も
し
て
く
だ
さ
い
。
日

時
等
=
表
3
(

雨
天
決
行
)

費
用

〒
頭
)
=
3

千
5
5
0円

※
あ
わ
せ

て
畜
犬
登
録
す
る
場
合
は
、
登
録
料
3

千
円
が
別
途
か
か
り
ま
す

申
込
=

当
日
直
接
会
場
ヘ

□
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

道
路
や
公
園
内
で
犬
を
放
し
、
ほ

か
の
人
に
か
み
つ
い
た
り
、
急
に
飛

び
つ
い
た
り
す
る
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。
散
歩
の
時
は
犬
を
必
ず
っ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ふ
ん
は
責

任
を
持
っ
て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
住
居
衛
生
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

表3 畜犬登録および予防注射会場一覧

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

生
活
習
慣
病
(
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
)
の
予
防
を
目
的
と
し

た
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。
場
所
=

区
内
の
指
定
医
療
機
関

対
象
=

申
込
日
現
在
で
4
0
歳
以
上
の
区
民

(職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け
る

機
会
が
あ
る
人
を
除
く
。
1
年
に
I

回
の
み
)

内
容
=
診
察
、血
液
、尿
、

胸
部
X
線
撮
影
な
ど
に
よ
る
生
活
習

慣
病
や
心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機
能

な
ど
の
検
査

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
希
望
」

を
明
記

。
お
よ
そ
2
週
間
後
に
受
診

票
と
案
内
を
送
付

※
4
0・
4
5・
5
0・
5
5

・
6
0・
6
5・
7
0歳
の
方
に
は
誕
生

日
ま
で
に
節
目
健
診
ま
た
は
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
(
消
化
器
健
診
を
含

む
)
を
個
別
に
案
内
し
て
い
ま
す

問
・
申
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・

8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I
　
　
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ベ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0
∝
程
度
の
採
血
で
済
み
ま
す
の

で
、
気
軽
に
受
診
出
来
ま
す
。
日
程

・
内
容
等
=
表
4
(
(
2
)
X
線
撮
影
法
胃

が
ん
検
診
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
み
で
受
診
可
)
対
象
=

3
5
歳
以
上
の
区
民
※
胃
を
切
除
し

た
方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
。

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
要
精
密
検
査
と

な
っ
た
方
は
除
く
。
じ
ん
不
全
の
方

は
X
線
撮
影
法
の
み
可
。
い
ず
れ
の

場
合
も
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
受
診

も
可
定
員
=
5
0
～
8
0
人
※
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
希
望
日
の
翌
々

月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が
ほ
か

の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
表
4
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
(
1
)

血
液
検
査
(
2
)
X
線
撮
影
の
い
ず
れ

か
一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、受
診
場

所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着

※

受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
5

月

を
希
望
す
る
場
合
、
4
月
1
5日
必
着
、

受
診
票
の
送
付
は
4
月
3
0日
)

申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
1
-
5
-
3

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表4 消化器がん検診日程
( 1)血液検査十検便( ペプシノゲン法)

( 2) X線撮影十検便

塰EIの日程は午後、それ以外は午前に実施

乳
が
ん
検
診
【
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
】
(
5
～
6
月
受
診
分
)

乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
と

い
わ
れ
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
(
乳
房
X

線
撮
影
)
と
視
触
診
の
併
用
に
よ

る
乳
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
X
線
撮
影
が
あ
り
、
従

来
の
検
診
と
は
違
っ
た
受
診
方
法
と

な
り
ま
す
。

受
診
場
所
は
、
(ア
)
区
内
(
区
内

実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
受
診

決
定
後
送
付
さ
れ
る
案
内
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
)
、
(
イ
)
癌
研
究
会
附
属

病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
(
以
下
、

癌
研
)
、
(
ウ
)
東
京
都
予
防
医
学
協

会
(
以
下
、
予
防
医
学
協
会
)
の
3

通
り
あ
り
ま
す
。

□
ア
、
区
内
(
2

日
制
)

受
診
方
法
等
=
区
か
ら
の
受
診
案
内

が
送
付
さ
れ
た
後
、
X
線
撮
影
(
9

ヵ
所
)
と
判
定
機
関
(
2
6
力
所
の
組

み
合
わ
せ
お
よ
び
撮
影
日
を
区
に
電

話
予
約

▽
1
日
目
(
5
月
上
・
中

旬
)
…
X
線
撮
影

▽
2
日
目
(
6

月
下
旬
)
…
撮
影
の
1
ヵ
月
後
に
視

触
診
お
よ
び
判
定

定
員
=
7
8
0人

(先
着
順
)

□
イ
、
癌
研
(
豊
島
区
上
池
袋
・
1

日
制
)

受
診
日
=
区
が
指
定
(
5
～
6
月
・

受
診
案
内
で
通
知
し
ま
す
)

受
診

方
法
=
X
線
撮
影
・
視
触
診
な
ど

※
判
定
結
果
は
後
日
郵
送

定
員
=
1
2
0

人
(
先
着
順
)

□
ウ
、
予
防
医
学
協
会
(
新
宿
区
市

谷
・
1
日
制
)

受
診
日
=
区
か
ら
の
受
診
案
内
が
送

付
さ
れ
た
後
、
電
話
予
約
(
5
～
6

月
)

受
診
方
法
=
X

線
撮
影
・
視
触

診

※
判
定
結
果
は
後
日
郵
送

定

員
=
2
0
0人
(
先
着
順
・
受
診
日
ご
と

に
定
員
あ
り
)

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=
区
内
在
住
で
、
4
0歳
以
上
の

女
性
(
乳
が
ん
治
療
中
の
方
、
経
過

観
察
中
の
方
お
よ
び
豊
胸
手
術
な
ど

を
し
た
方
は
対
象
外
)

※
受
診
は
2

年
に
I
回
の
み

費
用
=
2
千
円

(
X
線
撮
影
機
関
で
支
払
い
)

※

生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
制
度
あ
り

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、「
乳
が
ん
検
診
(
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
)
希
望
」、検
診
希
望

優
先
順
位
を
明
記
(
例
え
ば
、
第
1

希
望
…
ア
、区
内

第
2
希
望
・
:イ
、

癌
研

第
3
希
望
…
ウ
、
予
防
医
学

協
会
)

※
い
ず
れ
も
先
着
順

。
4
月
1
2

日
ご
ろ
受
診
案
内
な
ど
を
送
付

期
限
=
4
月
2
日
当
日
消
印
有
効

※
受
診
場
所
に
よ
I
定
員
や
受
診
方

法
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
(
ガ
キ
申

し
込
み
後
は
、
区
か
ら
送
付
さ
れ
る

受
診
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
成
人
保
健
係

〒
四一
・
8
5

1
0
中
m
六本
町
1
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

図1 乳がん検診申し込み
ハガキ記入例

(
注
)
(

ガ
キ
申
し
込
み
時
に
は
、

区
内
実
施
医
療
機
関
名
は
選
択

出
来
ま
せ
ん
。
選
択
に
つ
い
て

は
、
受
診
決
定
後
に
送
付
さ
れ

る
案
内
に
従
っ
て
電
話
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

4 月の休日捲骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ ・打撲などの応急

剏術を当番制で行っています。〈健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

4月の献血
皆さんのご協力をお願いします。

在宅介護支援センター 4 月の家族介護者教室
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未
来
へ
つ
な
ぐ
、ま
ち
づ
く

り

～
社
会
・
経
済
活
動
の
基
盤
を
支
え
る
公
共
交
通
の
充
実
～

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
日
暮
里
・
舎
人
線
、
2
つ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
勣
い
て

い
ま
す
。
バ
ス
路
線
網
も
再
編
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

1
7年
秋
開
業
予
定

工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況

秋
菓
原
命
つ
く
ば
間
で
の
都
県
別
(

車
只
、埼
玉
、千
葉
、茨
城
)
工
事
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
、表
1
の
と
お
り
で

す
。十
木
工
事
は
、お
お
む
ね
完
了
し

ま
し
た
。ま
た
、
軌
道
工
事
に
つ
い
て

も
間
も
な
く
終
了
し
、全
線
の
レ
ー
ル

が
一
つ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
現
在
は
、

本
年
末
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
全
線

の
走
行
試
験
に
向
け
て
電
気
設
備
工

事
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど

を
含
め
た
、
駅
舎
の
建
築
工
事
も
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
　

開
業
に
向
け
て
　

駅
名
は
、
1
5年
9
月
に
正
式
決
定

卜
¥ま
し
た
。
現
在
は
運
賃
な
レにの
営
業

部
門
に
加
え
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
編
成
な

ど
具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　

ま
た
、新
型
車
両
も
、
1
7年
1
月
に
、
3
0

編
成
す
べ
て
が
整
い
ま
す
。

駅
周
辺
お
よ
び
バ
ス
路
線
網
の
整

備
区
で
は
開
業
に
合
わ
せ
、
駅
前
広

場
の
整
備
を
は
じ
め
、
駐
輪
場
の
設

置
や
バ
ス
路
線
の
新
設
・
再
編
を
進

め
て
い
ま
す
(
表
3
)
。

▽
青
井
駅
で
は
、
地
元
の
第
2
9地
区

ま
ち
づ
く
り
連
絡
会
と
の
協
働
に

よ
る
駅
前
広
場
整
備
構
想
の
実
現

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
約

2
千
台
収
容
の
駐
輪
場
を
開
設
し

ま
す

▽
六
町
駅
で
は
、
都
施
行
の
土
地
区

画
整
理
事
業
の
中
で
、
駅
前
広
場

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺

に
約
千
5
0
0
台
収
容
の
駐
輪
場
整
備

を
予
定
し
て
い
ま
す

問
先
=
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
推
進
係

啻
　
(
3
8
8
0
)
5
7
1
9

▲ 六町駅(左) と青井駅( 右) の模型。区役所1階区民囗ビー横に展示
中です。六町駅は地下3 階、青井駅は地下2 階にホームがあります

表1　 つくばエクスプレス都県別工事進ちょく率( 2 月現在)

日
暮
里

・舎
人
線

1
9年
度
開
業
予
定

工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
　

日
暮
里
・
舎
人
線
建
設
工
事
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
表
2
の
と
お
り
で

す
。下
部
・
支
柱
工
事
は
、全
区
間
で

着
手
し
ま
し
た
。け
た
工
事
は
全
区

間
の
約
半
分
に
着
手
し
、進
ち
ょ
く

が
遅
れ
て
い
た
荒
川
区
・
北
区
の
工

事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
1
6年度
は
、上
沼
田
東
公
園
駅
を

皮
切
り
に
駅
舎
工
事
が
進
め
ら
れ
る

予
定
で
す
。ま
た
、都
立
舎
人
公
園
北

東
部
で
は
、車
両
基
地
の
建
設
工
事

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
　

駅
周
辺
の
整
備
　

区
内
に
は
、
9
つ
の
駅
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
拠
点
駅
と
な
る
江
北
駅
、

地
域
の
核
と
な
る
見
沼
代
親
水
公
園

駅
、
高
野
駅
、
足
立
小
台
駅
に
は
、

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
広
場
を
整

備
し
ま
す
。
　

自
転
車
利
用
者
の
た
め
に
、
各
駅

周
辺
に
区
営
駐
輪
場
を
整
備
す
る
と

共
に
、
民
間
駐
輪
場
の
設
置
を
誘
導

し
て
い
き
ま
す
。
　

沿
線
で
は
、
拠
点
駅
を
中
心
に
地

区
計
画
が
策
定
さ
れ
、
官
民
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

新
線
と
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
の
融
合

に
よ
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
よ
り
よ
い

住
環
境
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
※
駅
名
は
す
べ
て
仮
称
で
す
。

問
先
1
日
暮
里
・
舎
人
線
推

進
係

啻
　
(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

表2　 日暮里・舍人線工事進ちょく率( 18 年2 月現在3

バ
ス
路
線
網
の
整
備
を
計
画
し

て
い
ま
す

区
で
は
1
2年
度
か
ら
、バ
ス
事
業

者
・
交
通
管
理
者
・
学
識
経
験
者
な
ど

に
よ
る
「
都
市
交
通
懇
話
会
」の
中

で
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、日
暮

里
・
舎
人
線
の
両
新
線
開
業
な
ど
を

視
野
に
置
い
た
バ
ス
路
線
網
の
再
編

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
(
表
3
・
4
)
。

ロ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。
　
1
5

年
度
、
新
た
に
3
路
線
が
運
行

を
開
始
し
、
現
在
5
路
線
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
4
月
に
は
、
新
た
な
路

線
の
運
行
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
十

(図
1
・
表
5
)
。
　

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
　

こ
の
事
業
は
、
バ
ス
事
業
者
が
蔔

自
に
運
行
し
ま
す
。
区
は
走
行
環
培

の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
先
1
父
通
計
画
係

啻
　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
6 図1　 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 全 路 線 図

駅前拡大図中のカッコは、コミュニティバスの発着場所戔
示しています( 表5 参照)

表3　 つくばエクスプレス開業時へ向けたバス路線網の整備方針
【六町駅】

【青井駅】

表4　15 年度に新設・延伸・経路変更された路線

表5　 コミュニティバス路線一覧

第32回足立区政に関する世論調査
1, 890人の方から回答をいただきました。調査結果がまとまりましたので、その中から毎年調
査している項目を、3年間の調査結果の推移と合わせて紹介しますO　
また、今回はこの項目のほかに、「住まい」「農業」「運動・スポーツ」「パソコン・インターネ

ット」について聞いています。各テーマの集計結果をまとめた「報告書」は、区政情報室、区内
各図書館でご覧になれます。また「概要版」は、区政情報室で無料配付しています。世論調査は、
区政を進めていくための貴重な資料として役立てていきます。

お 問 い 合 わ せ は 、 広 聴 相 談 係 へ　771‘ 3880- 5111 ㈹

【区民と区政】(毎年調査する項目・項目1～3は複数回答)
項 目1　 地域の 暮らしや すい点、 暮らし にく い点　

※ 暮らしやすい点は「普段の買い物が便利」が3 年連続5 割以上　　
暮らしにくい点は「治安が悪い」が、今まで1 位だった「交通の便が悪い」をこえた

地域の暮らしやすい点 地域の暮らしにくい点

項目2　 以前と比べてよくなったと思う区の取り組み
※ 上位5 項目を見ると、14年度より資源環境対策を除き、
評価はあがっている

項目3　 今後特に力を入れてほしいと思う区の取り組み
※ 毎年1 位だった「高齢者支援」を「交通対策」が抜いて1 位に

項目4　 区政への参加
ほぼ6 割が《参加意向あり》

項目5　 定住・移転意向
4人に3 人が《定住意向》をもっている

応援します!
あなたの
子育て

来て!
見て!
一緒!

子
ど
も
が
安
心
し
て

地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

1
年
間
連
載
し
て
き
た
こ
の
コ
ラ

ム
も
今
回
で
最
終
回
で
す
。
最
後
は

関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
　

学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
園
・
児
童

委
員
な
ど
、
様
々
な
関
係
機
関
が
集

ま
る
「
児
童
を
虐
待
か
ら
守
る
連
絡

会
」
を
区
内
5
ヵ
所
に
、
ま
た
、
全

区
的
な
組
織
と
し
て
「
児
童
を
虐
待

か
ら
守
る
対
策
会
議
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
当
面
の
目
的
は
、
虐
待
へ

の
啓
発
活
動
や
予
防
・
防
止
で
す
が
、

今
後
、
具
体
的
な
支
援
策
も
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。
地
域
の
子
ど
も

を
地
域
で
守
る
、
そ
ん
な
願
い
を
込

め
て
皆
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
生
き

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
先
=
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　

啻
　
(
3
6
0
6
)
　
1
3
3
3

▲ 子どもたちの笑顔は幸せの源です

◎ 訂正とおわび あだち広報3月10日号4面、「16年度足立区予算の主な内容」の記事で、財源別歳入予算額のグラフ(図1) に誤りがありました。
次のように訂正しておわびします。【正】繰入金89億9千万円、諸収入37億7千万円 〈財政課》
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く
ら
し
の
情
報
定員に先着順
とあるものは
3 月26 日
から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

夸申鑷 ・ヽ・( 申知 躡鰤凍簟
惷轢瓣) O 申知鷸捧繼藥
軅・*l j ) 匍 畊丿
祷|でし鶸譱劔 鳧廳い齒ね蝓蠢

争麌月躑 圖歯のない龜の睹蚰糾

蚕鴎裃皐やごムベ宀 鈩アド鈩羃
HE, メー奔アド鈩集

国
保
(学
)・
(遠
)の
保
険
証

区
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
て
も

次
の
場
合
は
区
の
国
民
健
康
保
険
証

を
作
成
出
来
ま
す
。
▽
(学
)
(学
生
用
)

の
保
険
証
…
扶
養
す
る
子
ど
も
な
ど

が
、
区
外
に
居
住
し
て
就
学
す
る
場

合

▽
(遠
)
(遠
隔
地
用
)
の
保
険
証

…
区
外
の
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入

所
す
る
場
合

申
・
問
先
=
こ
く
ほ

年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護

保
険
料

1
6
年
度
仮
算
定
期
間
中
の
介
護
保

険
料
の
お
知
ら
せ
を
、
4
月
に
発
送

し
ま
す
。
1
6
年
度
決
定
保
険
料
は
、

1
6
年
度
の
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点

で
再
計
算
・
決
定
し
、
仮
算
定
金
額

と
の
増
減
を
調
整
し
た
上
で
、
7
月

中
旬
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
(
特

別
徴
収
)
…
4
・
6
・
8
月
の
受
給

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額

の
お
知
ら
せ
を
、
4
月
上
旬
に
送
り

ま
す
。
暫
定
的
に
2
月
の
天
引
き
額

と
同
額
で
す
▽
納
付
書
に
よ
る
個

別
払
い
の
方
(
普
通
徴
収
)
・
:
4
月
～

6
月
分
の
保
険
料
通
知
書
と
納
付

書
を
、
4
月
中
旬
に
送
り
ま
す
。
1
5

年
度
住
民
税
額
を
も
と
に
し
た
仮
計

算
で
す

□
保
険
料
の
軽
減
制
度

低
所
得
で
保
険
料
支
払
い
が
困
難

な
方
(
第
1
・
第
2
段
階
該
当
者
)

が
対
象
で
す
。
申
請
に
よ
り
保
険
料

額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
保
険
料
通
知
書

に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

「
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・

出
し
方
」チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す

ご
み
の
分
別
方
法
や
出
し
方
を
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
案

内
し
て
い
る
「
ご
み
の
正
し
い
分
け

方
・
出
し
方
」
(
1
6年
度
版
)
を
、
3

月
中
に
区
内
各
世
帯
・
各
事
業
所
に

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
4
月
以
降
区

民
事
務
所
お
よ
び
清
掃
事
務
所
の
窓

口
で
も
配
布
し
ま
す
。
問
先
=
清

掃
課
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

徒
y

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険

制
度
の
変
更

現
行
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保

険
制
度
は
、
6
月
3
0日
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
ま
す
。
7
月
以
降
に
関
し
て

は
、
各
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い

る
所
管
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

「
浮
花
橋
」が
開
通
し
ま
す

綾
瀬
川
に
架
か
る
、
南
花
畑
四
丁

目
と
八
潮
市
を
結
ぶ
浮
花
橋
が
、
3

月
2
6日
に
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
八
潮
市
方
面
へ
の
交
通
が
今
ま

で
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。
問
先
=

土
木
部
調
整

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
6
0

N
P
O
法
人
設
立
フ
ァ
イ
ル

配
送
サ
ー
ビ
ス

N
P
O
法
人
の
設
立
を
考
え
て
い

る
が
、ど
ん
な
書
類
が
必
要
な
の
か
、

ま
た
そ
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
な

ど
悩
ん
で
い
る
方
は
、
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
法
人
設
立
に
必
要
な
申
請

書
類
お
よ
び
記
載
例
を
、
フ
ロ
ッ
ピ

ー
デ
ィ
ス
ク
に
て
送
付
し
ま
す
。

対
象
=
区
民

応
募
方
法
=
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
8
0円
切
手
を
張
っ

た
返
信
用
封
筒
(
角
2
以
上
)
を
送

付

申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援

セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
1
3
-
1

啻
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

年
次
報
告
の
公
表
に
つ
い
て

男

女

共

同

参

画

社

会

推

進

条

例

第
H

条

に

基

づ

き

、1
4

年

度

の
男

女

共

同

参

画

事

業

の

実

施

状

況

報

告

と

、

こ

れ

に

対

す

る

男

女

共

同

参

画

推

進

委

員

会

の

意

見

書

を

合

わ

せ

て

公

表

し

て

い

ま

す

。

配

布

場

所
=

男

女

参

画

プ

ラ

ザ

※

区

・
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

も

ご

覧

に

な

れ

ま

す

問

先
=

男

女

参

画

プ

ラ

ザ

日
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

R
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
a
d
d
i
r
2
4
/
p
u
r
a
z
a
h
p
/

t
o
p
n
e
w
.
h
t
m

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

日
程
=
3
月
3
0日
㈹

※
相
談
の

予
約
も
休
業
し
ま
す

問
先
=
男

女
参
画
プ
ラ
ザ
女
性
相
談
室

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

事
業
者
の
方
へ

□

訪

問

調

査

に

ご

協

力

を

区

で

は

、
雇

用

関

連

の

ホ

ー

ム

ベ
L

ン
開

設

に

伴

い

、
求

人

情

報

の
収

集

や

企

業

案

内

作

成

の

た

め

、

㈱

リ

ク

ル

ー

ト

に

委

託

し

、

区

内

の

事

業

所

を

対

象

に

訪

問

調

査

を

行

っ
て

い

ま

す

。

今

回

の

調

査

や

情

報

掲

載

に

つ

い

て

は

無

料

で

す

。

皆

さ

ん

の

ご

理

解

ご

協

力

を

お

願

い
し

ま

す

。

□

「
足

立

区

雇

用

促

進

協

議

会

」

支

援

企

業

な

ど

会

員

を

募

集

「
足

立

区

雇

用

促

進

協

議

会

」

で

は

、

区

民

の

雇

用

や
イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

事

業

に

協

力

し

て

い

た

だ

け

る

企

業

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

申

し

込

み

方

法

な

ど

く

わ

し

く

は

、

区

・

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

問

先
=

経

済

観

光

課

計

画

調

整

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

跚
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
a
d
d
i
r
0
5
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m

都
市
計
画
等
の
変
更
を

行
い
ま
す

区
内
の
第
二
種
特
別
工
業
地
区
で

逕
築
規
制
を
行
っ
て
い
る
、「
東
京
都

狩
別
工
業
地
区
建
築
条
例
」
が
廃
止
3

れ
、
4
月
1
日
か
ら
「
足
立
区
特

別
工
業
地
区
建
築
条
例
」
に
移
行
し

ま
す
(
規
制
内
容
は
従
来
の
都
条
例

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
今
後
も
、
現
在
の

盾
住
環
境
維
持
を
目
的
と
し
て
い
き

ま
す
)
。
合
わ
せ
て
都
市
計
画
で
は
、

徒第
二
種
特
別
工
業
地
区
」を
「
特
別

上
業
地
区
」に
名
称
変
更
し
ま
す
。※

区
域
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

問
先
=

▽
都
市
計
画
に
つ
い
て
・
:都
市
計

凹
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

▽
建
築
条
例
に
つ
い
て
…
建
築
行
政

調
査
担
当g

(
3
8
8
0
)
5
2
7
5

特
殊
建
築
物
等
定
期
報
告
制
度

見
直
し
の
お
知
ら
せ

定
期
報
告
制
度
を
見
直
し
、
建
築

基
準
法
施
行
細
則
を
改
正
し
ま
し
た

(表
1
)
。

定
期
報
告
義
務
が
な
く
な
っ
た
場

合
で
も
、
建
築
物
の
維
持
保
全
は
、

防
災
上
・
安
全
上
の
性
能
お
よ
び
機

能
を
、
継
続
的
に
確
保
す
る
た
め
に

重
要
で
す
。今
後
も
定
期
的
な
調
査
・

槇
査
の
実
施
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

間
先
=
▽
特
殊
建
物
等
定
期
調
査
報

告
に
つ
い
て
・
:市
街
地
指
導
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
4
1

徒
W

▽
建
築
設
備
・
昇
降
機
検
査
報
告
に

つ
い
て
・
:建
築
課
設
備
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
7
Q

り

表1 改正内容( 4 月1 日施行)

※ 共同住宅部分が報告対象外になった場合でも、共同住宅以外に店舗や飲食店等の用途で床
面積の合計が500「Tfを超えるものがある場合は、その用途での定期報告の必要があります

1
6年
度
消
費
生
活
問
題

調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
募
集

期
間
=
5
月
～
1
7
年
2
月
対
象
=

王
に
区
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
る
、

5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
※
営
利
目

的
を
除
く
な
ど
、
助
成
要
綱
に
沿
っ
て

い
る
こ
と
内
容
=
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

・
ア
ー
マ
を
決
め
て
活
動
し
、
そ
の
結
果

を
報
告
・
発
表
募
集
数
=
6
グ
ル
ー

プ
(
書
類
審
査
に
よ
り
選
出
)
助
成

額
=
年
間
3
万
円
以
内
申
込
=
電

詁
の
上
、
書
類
提
出
※
申
請
書

類
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配

付
募
集
期
間
=
4
月
1
日
～
1
2
日

甲
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

図
書
館
臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

館
内
消
毒
や
防
災
点
検
な
ど
の
た

め
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
(
表
2
)
。
開
館
中
の
図
書
館

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

中
央
図
書
館

豐
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

児
童
館
の
利
用
時
間
が
夏
時

間
に
な
り
ま
す

4
月
か
ら
児
童
館
の
利
用
時
問

は
、
午
前
1
0時
か
ら
午
後
6
時
に
な

り
ま
す
。
日
・
祝
日
を
除
き
、
学
校

が
休
み
の
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
住

区
推
進
課
指
導
相
談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
Q

り

東
京
都
民
ゴ
ル
フ
場

区
民
開
放
参
加
者
募
集

日
程
=
5

月
1
5日
出

場
所
=
東
京

都
民
ゴ
ル
フ
場

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方

定
員
=
1
8
0人(
先

着
順
)

費
用
=
6

千
5
0
0円

奈
当

日
現
地
に
て
支
払
い
。
昼
食
代
、
口

ッ
カ
ー
費
は
別
途
必
要

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
代
表
者
お
よ
び
参
加
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記

※
1
枚
に
つ
き
4

人
ま
で
。
往
復
(
ガ
キ
以
外
の
申

し
込
み
、
重
複
申
し
込
み
は
、
す
べ

て
無
効

期
限
=
4
月
3
0日
必
着

※
決
定
通
知
は
、
5
月
上
旬
発
送
予

定

申
先
=
東
京
都
民
ゴ
ル
フ
場

〒
1
2
3・0
8
6
5

新
田
I
-
1
5
-
I
　
　
　

啻
(
3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
=
公
園
管
理
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
1

内
0

第
6
回
「
あ
だ
ち
の
今
を
記

録
す
る
」写
真
展
資
料
募
集

内
容
=
街
角
、
人
々
、
行
事
の
様
子

な
ど
日
常
の
「
あ
だ
ち
の
今
」
を
写

し
た
、
将
来
の
変
化
を
楽
し
め
る
も

の

※
複
数
枚
、近
年
の
も
の
も
可
。

応
募
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
著
作

権
は
郷
土
博
物
館
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
館
内
ホ
ー
ル
で
展
示
し

ま
す
規
格
=
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
　

(
L
版
)
紙
焼
き
申
込
=
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
日
、

場
所
、
被
写
体
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
2
0
0
字
以
内
を
明
記
し
た
も
の
を
同

封
し
郵
送
期
限
=
8
月
3
0
日
消
印

有
効
展
示
=
9
月
1
0
日
～
1
0
月
6

日

※
年
齢
、
電
話
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
は
非
公
開
。
現
在
、
第
5
回

写
真
展
を
5
月
2
6日
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す

場
・
問
先
=

郷
土
博
物

館
g
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

表24 月臨時休館日一覧

※ やよい図書館は4 月30日 まで休館

「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」募
集

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
」
で
は
、
明
る
く
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
活
動
す
る
団
体
を
指
定

し
、「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」と
し
て
、
1

年
間
支
援
し
ま
す
。
対
象
=
町
会
・

自
治
会
・
商
店
街
な
ど
の
区
内
地
縁

団
体

募
集
数
=
1
5
団
体
程
度

テ

ー
マ
=

「
顔
が
み
え
る
、
声
が
き
こ

え
る
、
ふ
れ
あ
い
と
安
全
な
ま
ち
」

申
込
=
電
話

期
限
=
4
月
2
3日

申
・
問
先
=
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く

る
区
民
協
議
会
(
地
域
支
援
課
内
)
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5

戸
0

区
立
塩
原
林
間
学
園

閉
館
の
お
知
ら
せ

区
立
塩
原
林
間
学
園
は
、
3
月
3
1

日
を
も
っ
て
閉
館
と
な
り
、
4
月
1

日
以
降
の
利
用
は
、
す
べ
て
出
来
な

く
な
り
ま
す
。

長
年
の
ご
利
用
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
問
先
=
校
外
施
設

係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
7
0
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第
4
8回
足
立
区
民
芸
能
大
会

参
加
者
募
集

日
時
=
6

月
5
日
倒
、
午
前
1
0時
～

午
後
5
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

出
場
資
格
=
▽
観
光
協
会
会

員
(
家
族
)
ま
た
は
区
民

▽
過
去
3

年
間
の
大
会
最
優
秀
賞
者
、
優
秀

賞
者
お
よ
び
第
4
7回
大
会
優
良
賞
者

を
除
く

▽
個
人
を
原
則
と
し
、
団

体
の
場
合
は
1
0人
以
内

▽
1
人
1

種
目
に
限
る

募
集
種
目
・
組
数
=

▽
歌
の
部
(
歌
謡
曲
・
民
謡
・
そ
の

他
)
…
6
0組

▽
踊
り
の
部
:
3
0組

費
用
=

▽
会
員
・
:千
円

▽
会
員
家

族
…
千
5
0
0円

▽
一
般
・
:
2
千
円

※
団
体
申
し
込
み
の
場
合
は
3
人
以

上
6
人
ま
で
5
千
円
、
7
人
以
上
7

千
円
、
安
い
方
の
料
金
を
選
択

申

込
=
申
込
書
に
8
0円
切
手
を
添
え
、

窓
口
へ
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送

期

限
=
4
月
9
日
必
着

抽
選
=
4
月
1
4

日
、午
後
2
時
(
公
開
抽
選
)

※

く
わ
し
く
は
、
経
済
観
光
課
窓
口
・

各
区
民
事
務
所
に
あ
る
申
込
書
、
要

綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

区
・
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1
g
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

4 月 の 国 民 年 金 の 相 談
国民年金保険料の納付などの相談を受け付けます。

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
3 月26 日
から受け付け

第
1
5回
春
の
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

春
風
に
の
せ
て

、
1
7
組
の
合
唱
団

が
さ
わ
や
か
な
歌
声
を
届
け
ま
す
。

ピ
ア
ノ
と
独
唱
に
よ
る
1
5
周
年
記
念

演
奏
も
あ
り
ま
す
。

日
時
=
4

月

一
1
1
1
1

一
日
㈲
、
午
後
1

時
(

午
後
O

時
3
0

分
開
場
)

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

文
化
事

業
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
収
蔵
資
料
展

「
郷
土
博
物
館
の
書

画
・
古
文
献

」

期
間
=
3
月
2
1
日
～
5
月
5
日
、午

前
9
時
～
午
後
5
時
(
月
曜
日
休
館
、

3
月
2
9
日
・
4
月
5

日
は
臨
時
開
館
)

場
所
=

郷
土
博
物
館

入
館
料
=

▽

大
人
・
:
2
0
0
円

▽
小
・
中
学
生
…
㈲一

円

▽
団
体
(
2
0
人
以
上
)
:

小

額

※
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
7
0
歳

以
上
の
方

、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
お
よ
び
介
護
者
I

人
は
無
料
、

区
内
小
・
中
学
生
の
調
べ
学
習
は
入

館
料
免
除

無
料
公
開
日
=

毎
月
第
2

・
3
土
曜
日

、
3
月
2
8
日
・
2
9日

、
4

月
4

日
・
5
日

、
5

月
5

日

□
桜
祭
り
野
点
を
開
催
し
ま
す

日
時
=
3

月
2
9
日
㈲

、
午
後
1

時

場
所
=

郷
土
博
物
館
中
庭
(

雨
天
時

は
茶
室
)

定
員
=
1
0
0人
(

先
着
順
)

費
用
=
3
0
0円

※
当
日
は
臨
時
開
館

と
な
り
ま
す

□
郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。日
時
=
4
月

1
0
日
倒
、午
前
‥
1
1
1
1
一
時
場
所
=
郷
土

博
物
館
内
容
=
「送
り
大
師
～

東
葛
印
旛
大
師
講
の
人
々
～
」
(
9
0

分
)

…
弘
法
大
師
像
を
中
心
に

、
各

地
域
の
札
所
の
人
々
が
渡
し
て
ゆ
く

行
事
に
つ
い
て

□
春
季
区
民
教
養
講
座

日
時
=
4

月
1
8
日
脚

、
午
後
1

時
3
0

分
(
受
け
付
け
は
午
後
1

時
)

場
所
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
容
=

「
江

戸
の
治
安
と
防
火

」

定
員
=
7
0
人

(
先
着
順
)

講
師
=

安
藤
義
雄
氏
　
(

足
立
史
談
会
会
長
)

-

い
ず
れ
も
I

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

郷
土
博
物
館
(

大
谷
田
5
-
2
0
-
I
)

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
1

徒
y

▲ 春の郷土博物館。様々な催しがあります

歌
川
広
重
が
挿
絵
を
描
い
た

江
戸
の
観
光
ガ
イ
ド
「
絵
本

江
戸
土
産
」よ
り
千
住
大
橋
。

収
蔵
資
料
展
で
展
示
中

審議会・審査会等日程一覧( 4 月分)
会議は公開です。傍聴方法など、くわしく

はお問い合わせください。

足
立
区
民

交
流
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

会
員
募
集
　

区
・
区
民
交
流
協
会
は
、
国
内
友

好
自
治
体
お
よ
び
国
外
姉
妹
都
市
と

の
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
経
済

な
ど
の
交
流
や
、市
民
と
の
交
流
を

進
め
て
い
ま
す
。　

協
会
で
は
、新
た
に
会
員
に
な
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

【会
員
特
典
】

▽
個
人
会
員
…
友
好
自
治
体
や
姉
妹

都
市
へ
の
交
流
体
験
ツ
ア
ー
(
年

7
回
)
/
「
ワ
イ
ン
の
夕
べ
」
な

ど
の
事
業
へ
の
優
先
・
優
待
参
加

(年
3
回
)
/友
好
自
治
体
の
物
産

紹
介
(
年
3
回
)

▽
団
体
会
員
・
:交
流
事
業
に
対
す
る

助
成
金
交
付

【
現
在
の
提
携
都
市
】

▽
友
好
自
治
体
・
:
小
出
町
(
新
潟
　

県
)
・
山
ノ
内
町
(
長
野
県
)
・
鹿
　

沼
市
(
栃
木
県
)

▽
姉
妹
都
市
・
:
ベ
ル
モ
ン
ド
市
(
西
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
)
　

【
交
流
協
会
P
R
事
業
】

▽
初
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
1
2
月
)

▽
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
(
3
月
)

年
会
費
=
▽
個
人
会
員
・
:
3
千
円

▽
団
体
法
人
会
員
:
上
部
団
体
1
万

円
、
下
部
組
織
5
千
円
　
※
入
会
金

無
料
申
込
=
直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
　
申
先
=
区
・
区
民
交
流
協
会
　

会
員
に
な
っ
て
行
こ
う
、
ベ
ル
モ

ン
ド
市
&
シ
ド
ニ
ー
8
日
間
の
旅
　

(
区
民
交
流
使
節
団
員
募
集
)
　

区
と
ベ
ル
モ
ン
ド
市
の
、
姉
妹
都

市
提
携
2
0
周
年
を
記
念
し
、
区
民
交

流
使
節
団
の
ベ
ル
モ
ン
ド
市
訪
問
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
す
る
団
員

を
募
集
し
ま
す
。
日
程
=
8
月
1
6

日
～
2
3
日
　
訪
問
先
=
ベ
ル
モ
ン
ド

市
お
よ
び
シ
ド
ニ
ー
　
対
象
=
本
人

ま
た
は
家
族
が
、
1
6年
度
の
個
人
会

員
と
な
る
方
　
定
員
=
4
0人
(
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
)
　
費
用
=
1
7

万
9
千
円
(
空
港
税
な
ど
別
途
負
担
。

子
ど
も
料
金
同
額
)
　
申
込
=
(

ガ

キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、
連
絡
先
、

同
行
の
家
族
(
同
一
世
帯
)
の
氏
名
、

続
柄
を
明
記
　
期
限
=
3
月
2
9日
消

印
有
効
　
奈
結
果
は
、
後
日
旅
行
会

社
か
ら
連
絡
。
く
わ
し
く
は
、
各
区

民
事
務
所
・
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
・

経
済
観
光
課
窓
口
に
あ
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
　
申
先
=
区
・
区
民

交
流
協
会
　

中
学
生
海
外
派
遣
参
加
者
募
集
　

(
ベ
ル
モ
ン
ド
市
、
シ
ド
ニ
上

派
遣
期
間
=
7
月
2
6
日
～
8
月
7
日

対
象
=
中
学
2
年
生
相
当
の
区
民

で
、
派
遣
研
修
(
6
月
・
7
月
の
土

曜
日
に
実
施
予
定
)
と
、
8
月
3
0
日

の
帰
国
報
告
会
に
出
席
出
来
る
方

定
員
=
2
0
人
　
選
考
=
▽
第
一
次
　

(
作
文
)
・
:
4
月
2
9
日
㈱
、
午
後
2

時
　
※
当
日
出
題
8
0
0
字
程
度
。
生
徒

手
帳
・
筆
記
用
具
を
持
参
　
▽
第
二

次
(
面
接
・
一
次
合
格
者
の
み
)
…

5
月
2
3
日
脚
　
※
時
間
は
後
日
通
知

費
用
=
自
己
負
担
1
0
万
円
　
※
減
額

制
度
あ
り
　
申
込
=
区
内
中
学
校
ま

た
は
経
済
観
光
課
窓
口
に
あ
る
参
加

申
込
書
を
持
参
　
申
込
期
間
=
4
月

1
日
～
2
1
日
　
申
先
=
区
内
中
学
校

ま
た
は
区
・
区
民
交
流
協
会

お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
・

区
民
交
流
協
会
(
経
済
観
光

課
内
)
へ
　
〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
　
5
7
2
0

(
3
8
8
0
)
　
5
6
9
3

ベ
ル
モ
ン
ド
市
内
に
は
、公
園

な
ど
が
多
く
あ
り
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
楽

し
め
ま
す

掲
示

板

労
政
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
4

月
1
日
よ
り
、
管
轄
地
域
の
変

更
に
よ
り
、
足
立
区
は
「
東
京
都
労

働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
亀
戸
事
務

所
」
の
管
轄
に
な
り
ま
す
。

賃
金
の
不
払
い
や
不
当
解
雇
を
は

じ
め
、
労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
相

談
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
労
働

資
料
の
提
供
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
先
=
都
・
労
働
相
談
情
報
セ

ン
タ
ー
亀
戸
事
務
所
(
江
東
区
亀
戸
2
-
1
9
-
I

カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
7

階
)

啻
(
3
6
8
2
)
6
3
2
1
　

短
期
講
習
会
の
お
知
ら
せ

(
1
)
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
(
電
力
)

(
2
)
2
級
簿
記
(
商
業
簿
記
)
I
・
n
　

ワ
ー
ド
(
初
級
)
c
A
D
製
図
　

(
建
築
)
初
級
対
象
=
働
い
て
い

る
都
内
在
住
・
在
勤
の
方
申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
名
を
明
記

※
科
目
ご
と
に
1
枚
申
込
期
間
=

4
月
1
日
～
1
0
日
必
着
※
実
施

日
・
費
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

都
立
足
立
技
術
専
門
校
向
上
訓
練
担

当

〒
1
2
0・0
0
0
5

綾
瀬
5
-
6
-
1

豐
(
3
6
0
5
)
6
1
4
Q

〉

就
業
支
援
講
習

日
時
=
5
月
1
8
日
～
2
6
日
(
土
・
日

除
く
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

対
象
=
6
0
歳
以
上
で
、

足
立
区
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会

し
、
就
業
出
来
る
方

内
容
=
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス

定
員
=
若
干
名

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
今
回
の
講
習

内
容
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
=
4

月
1
5日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

東
京
都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団
(
高

年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
士

〒
1
0
2
・
0
0
7
2

千
代
m
区
飯
田
橋
3
-
1
0
-

り
a
g
(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

開
設
記
念
無
料
法
律
相
談
会

日
時
=
4
月
1
日
、
午
後
1
時
～

4
時

内
容
=
刑
事
事
件
・
民
事
事

件
な
ど

申
込
=
電
話
(
要
予
約
)

受
け
付
け
開
始
=
3
月
2
9日
、
午
前
9

時
3
0分

場
・
申
先
=
北
千
住
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
(
千
住
3
-
9
8
千

住
ミ
ル
デ
ィ
ス
n
番
館
6
階
)

啻
(
5
2
8
4
)
5
0
5
"
3

問
先
=
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課

啻
(
3
5
8
1
)
2
2
0
n
y

鉛
製
給
水
管
の
取
り
替
え
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す

水
道
局
で
は
、
水
道
管
か
ら
の
水

漏
れ
の
防
止
と
、
鉛
の
溶
出
の
抑
制

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
配
水

管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ま
で
の
鉛
製
給

水
管
の
取
り
替
え
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
費
用
=
水
道
局
の
負
担

※

貯
水
槽
お
よ
び
増
圧
直
結
経
由
の
水

道
メ
ー
タ
は
含
み
ま
せ
ん

問
先
=

都
・
水
道
局
給
水
管
工
事
第
一
係
分

室

啻
(
5
6
8
1
)
2
1
5
1

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

★
観
桜
茶
会
4
月
4
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
/
桜
花
亭
/
2
千

5
0
0
円
/
華
道
茶
道
協
会
・
高
橋

g
(
3
8
8
6
)
3
9
6
0
　
　
　
　

=
会
員
募
集
=

★
竹
の
塚
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週

月
・
水
曜
、
午
後
7
時
～
9
時
/
う

き
う
き
館
/
入
会
金
千
円
、
月
額
4

千
円
/
社
交
ダ
ン
ス
ノ
生
方

啻
(
3
8
8
3
)
5
2
4
1
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「 まさか、 自転 車同士の死亡事故…」

自転車も
ルールを守って安全運転

自転車は便利で手軽な乗り物として、子どもからお年寄りま
で広く利用されています。
しかし一方では、自転車利用者の信号無視や一時停止違反、
夜間の無灯火走行など、交通法規の軽視や交通マナーの低下に
よる迷惑行為などが増加しています。

交通安全に関するお問い合わせは、
交通安全係 　3880- 5912

地域で広がる「交通安全」の輪
運転の知識を身に付けることも、
自転車を乗る上でのマナー

《南 保木 間町 会》
そばを国道4 号線が走り、交通

量の多い地域です。自転車のマナ
ーを懸念し、警察署に依頼して自
転車講習会を開催し ました。4歳

から85歳までの参加者に「修了証」
を発行しました。「実技だけではな
く、ビデオなどで安全運転の知識

を身につけることも大事」の意識

が地域に浸透し始めています。

地域の目が見守る、交通安全の意
識

《西新井みどり町会》
地域の清掃を目的に、2年前に
はじめたクリーン作戦。その時放
假自転車が目立ち、区や警察に撤
去を依頼。そんな習慣が定着し、
地域はきれいになりました。自転
車事故が起きた時には、すぐに周
辺にチラシを配付し注意を呼びか
けました。町会の標語には「あぶ
ないよ無灯火自転車二人乗り」。

自転車の安全な乗り方のポイント
「
止
ま
れ
」の
標
識
の
あ
る

交
差
点
で
は
、
必
ず
止
ま
っ

て
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

暗
く
な
り
は
じ
め
た
ら
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
舎

歩
道
で
は
、
歩
行
者
の
通

行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま

▲ ライトを点灯( 右) することで、自転
車の存在がはっきりわかります

表2 交通安全運動期間中の区役所での行事

※ いずれも、費用= 無料

春
の
交
通
安
全
運
動
4
月
6
日
～
1
5
日

「
お
も
い
や
り

人
に
車
に
こ
の
街
に

」
春の運動4
つの重点

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

自転車による事故が急増しています
自転車による交通事故はここ

数年増加しています( 区内での
昨年の自転車事故死傷者数は図1)
。そのうち、6人の方が自転

車による交通事故で亡くなって
います( 表1) 。

表1 区内の交通死亡祟故死者数5 年中りC人)

※ 交通事故死亡者22 人は、都内ワースト1 位

最近では、自転車に乗る側か加害

者になるケースが 増えている上、 自

転車同 士の事故で死 亡事 故も起き

ています。事故を起こせば、自動 車と
同様の刑事・民 事責任を問われる場

合があります。しかし、 自転 車の場

合、 自動車 のように保 険に加 入して

いるケースは少なく、補償を自己負担
しなければなりません。

図1 年齢別自転車の交通事故死傷
者数( 区内15 年 一速報値) ( 人)

そこで、自転車の保険
「歩行者と自転車」「自転車同士」で事故を起こした場合
の保険に「TS マーク保険」があります。TS マーク( Traf f i cSaf et y

・交通安全) の保険は、自転車安全整備店で
点検整備( 有料) を受け、マークを自転車に賠ることで、
傷害保険・賠償責任保険への加入となります。くわしくは。TS

マークのある自転車店にお問い合 わせください。 ・TS マーク

ルールをしっかり身に つける。

『交 通安全 教室』を出前します
町会・自治会やグループからの依頼があれば、地域に出向いて、

基本的な交通ルールや自転車の安全な乗り方の教室を開催します。
※ 日時や場所( 屋内外問いません) などは相談してください 申・
問先= 交通安全係

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 酋3880- 5815

ファクス・音声情報サービス
区政情報をお好きなときに手に入れ、聞くことができます　

窶用雷銛　　3889- 3399
ファクスの場合　救急指定医療機関名簿は… コード1101　　

税証明請求( 郵送) は… … コード1642　　
※ 税証明書の郵送請求方法・交付申請書の出力

中
央
本
町
一
丁
目
ふ
れ
あ
い
い
も
煮
会

高
め
よ
う
地
域
の

〝
チ

カ

ラ
〟

3
月
1
4日
、
防
災
プ
チ
テ
ラ
ス
や

す
ら
ぎ
広
場
で
「
ふ
れ
あ
い
い
も
煮

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
1
5
0人
ほ
ど
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の

会
は
、
地
域
の
連
携
を
図
り
、
災
害

や
防
犯
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
つヽ

と
、毎
年
2
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

綾
瀬
警
察
署
の
協
力
に
よ
る
自
転

車
で
の
引
っ
た
く
り
の
実
演
で
は
、

住
民
が
被
害
者
役
を
体
験
し
、
目
の

前
で
起
き
る
引
っ
た
く
り
の
恐
ろ
し

さ
に
、
参
加
者
か
ら
も
大
き
な
驚
き

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
プ
チ
テ
ラ
ス
を
利
用

し
た
炊
き
出
し
や
、
消
火
器
を
使
っ

た
訓
練
な
ど
を
と
お
し
て
、
楽
し
み

な
が
ら
地
域
の
交
流
を
深
め
、
防
災

や
防
犯
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し

た
。

▲ かごにネットを付けておけば、ひ
ったくり防止になります

▲ 地域ぐるみで防災意識を高
めています

わ
れ
ら
、
環
境
よ
く
し
隊

都
営
千
住
関
屋
町
ア
パ
ー
ト
の
取
り
組
み

固
世
帯
以
上
が
入
居
す
る
都
営
千

住
関
屋
町
ア
パ
ー
ト
。
入
居
以
来
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
行
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
年
に
入
り
、
続
け

て
不
審
火
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ほ

ぽ
全
世
帯
を
メ
ン
バ
ー
と
し
、
名
称

も
「
環
境
よ
く
し
隊
」
と
し
て
、
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
駐
輪
自
転
車
へ
の
い

た
ず
ら
や
、
た
ば
こ
の
吸
殻
や
空
き

缶
が
散
乱
し
て
い

ま
し
た
が
、
よ
く

し
隊
結
成
後
は
、

住
民
の
意
識
も
高

ま
り
、
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り

ま
し
た
。
1
日
4
世
帯
が
グ
ル
ー
プ

を
組
ん
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

が
、
同
じ
階
の
人
と
グ
ル
ー
プ
を
組

む
の
で
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
図
ら
れ
、「
隣
の
世
帯
は
何
す

る
人
ぞ
」
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
、「
よ
く
し
隊
」
効

果
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
よ
く
し
隊
」
に
は
、
ズ
環
境
を
)
良

く
し
た
い
"
と
ズ
犯
罪
の
)
抑
止
"

の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ

ト
ロ
ー
ル
中
の
隊
員
を
見
か
け
る

と
、住
民
か
ら
は
「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」

の
声
が
掛
け
ら
れ
ま
す
。「
み
ん
な
で

守
る
」
と
い
ラ
意
識
が
す
っ
か
I
定

着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

▲ 倉庫の中も点検Oパトロールは毎週
火曜・木曜・土曜日に行われます

古紙配合率100%再生紙を使用しています 288, 700


